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主
な
記
事

２面…古紙持ち去り防止に関する協働・連携協力協定を締結
３面…市民協働・ボランティアファーストステップ講座
６面…大人も子どもも楽しめる交通遊園へ行こう！

安全で新鮮な府中産の農産物

地地 地消消産 を推進します
安全で新鮮な府中産の農産物

◆農産物共同直売所◆
名　称 住　所

府中特産品直売所 寿町１の５
郷土の森観光物産館 是政６の32
マインズショップ西府店 分梅町３の65
マインズショップ多磨店 白糸台１の11

　市内で生産された農産物は、市場
出荷されるほか、市内50か所以上の
農産物直売所と４か所の農産物共同
直売所、市内のスーパーなどでも販売され
ています。また、郷土の森観光物産館内の
「古都見カフェ」では、黒米などの府中産の
農産物を使用した料理を提供しています。
各直売所の情報は、文化センターなどで配
布している「府中産農産物直売所マップ」で
ご確認ください。

▲ 府中産農産物直売所マッ
プ

生産者と消費者を生産者と消費者を
結ぶ直売所結ぶ直売所

府中市マスコットキャラクター ふちゅこま

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
憩
い
の
場
所
は

ど
こ
で
し
ょ
う
か
。ご
自
宅
の
部
屋
、身

近
な
公
園
、少
し
離
れ
た
都
市
空
間
や

自
然
の
中
な
ど
、ち
ょ
っ
と
特
別
な
場

所
で
ゆ
っ
た
り
時
間
を
過
ご
さ
れ
る
方

も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
。私
の
そ
れ
は

水
辺
で
は
な
か
ろ
う
か
と
最
近
特
に
感

じ
て
い
ま
す
。幼
い
頃
か
ら
多
摩
川
近

く
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、雄
大
な
景
観
、瀬
や
波
の
音
に
心

が
和
む
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
水
の
恐
ろ

し
さ
も
知
っ
て
い
ま
す
。近
年
は
特
に
自

然
災
害
が
多
く
、伊
豆
大
島
、広
島
、鬼

怒
川
な
ど
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て

い
る
よ
う
に
、時
と
し
て
大
暴
れ
を
す

る
の
も
自
然
で
す
。こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、梅
雨
の
長
雨
、台
風
、ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
に
要
注
意
。水
防
は
ど
こ
の
ま
ち

に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
な
の
で
す
。

　
「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
」と
い
う
言
葉
に
出

会
い
ま
し
た
。「
水
辺
＋
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

（
輪
）」「
水
辺
＋
Ｒ（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）＋
Ｉ
Ｎ
Ｇ（
進
行
形
）」の
造
語
だ
そ

う
で
す
が
、す
な
わ
ち
、環
境
保
全
と
ま

ち
づ
く
り
を
水
辺
で
進
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。本
市
の
多
摩
川
沿
岸
は
約

９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。与
え
て
く
れ
た
恵

み
と
今
な
お
残
る
魅
力
は
か
け
が
え
が

あ
り
ま
せ
ん
。全
国
一
斉
社
会
実
験
と

し
て「
水
辺
で
乾
杯
ア
ク
シ
ョ
ン
」が
あ

る
そ
う
で
す
。７
月
７
日
午
後
７
時
７

分
の
タ
ナ
バ
タ
イ
ム
に
青
い
も
の
を
身

に
つ
け
て
水
辺
に
集
合
し
乾
杯
を
し
よ

う
と
い
う
ア
ク

シ
ョ
ン
で
す
。私

は
郷
土
の
森
第
一

野
球
場
南
の
水
辺

に
行
っ
て
み
よ
う

か
な
。

府
中
市
長　

高

野

律

雄

「
水
辺
」　

笑
顔
の
府
中

笑
顔
の
府
中

市
長
コ
ラ
ム 

49

　地産地消とは、地域で生産した農産物を地域で消費す　地産地消とは、地域で生産した農産物を地域で消費す
ることです。地産地消を推進することで、地域の農産物のることです。地産地消を推進することで、地域の農産物の
消費を拡大させ、地域農業に活力を与えます。消費を拡大させ、地域農業に活力を与えます。
　市では、市民が継続的に安全で新鮮な府中産の農産物　市では、市民が継続的に安全で新鮮な府中産の農産物
を簡単に手に入れることができるよう、地産地消の仕組を簡単に手に入れることができるよう、地産地消の仕組
みづくりに取り組んでいます。みづくりに取り組んでいます。
　問合せは、経済観光課農政係（３３５・４１４３）へ。　問合せは、経済観光課農政係（３３５・４１４３）へ。

○地域の消費者ニーズを的確にとらえ○地域の消費者ニーズを的確にとらえ
た生産が可能となるた生産が可能となる
○市場流通になじまない規格外品や少○市場流通になじまない規格外品や少
量での販売が可能となる量での販売が可能となる
○流通コストを削減でき、収入の増加○流通コストを削減でき、収入の増加
が見込まれるが見込まれる

○新鮮な農産物を購入できる○新鮮な農産物を購入できる
○流通コストが低いため、より安価で○流通コストが低いため、より安価で
購入できる購入できる
○生産者や生産状況などを確認できる○生産者や生産状況などを確認できる
ため、食に対する安心感が得られるため、食に対する安心感が得られる

消費者のメリット 生産者のメリット

　市では、児童・生
徒が地域の自然や
環境、食文化、農業
について理解を深
めるとともに、生
産者や生産過程を
理解し、食に携わ
る人々や食べ物へ
の感謝の気持ちを
抱くことができる
よう、学校給食に
府中産の農産物を積極的に使用しています。
　平成27年度に給食センターで使用した黒米の100％、わけねぎの約
49％、小松菜の約32％が府中産です。ほかにも、玉ねぎやブロッコ
リー、里芋、梨など、新鮮で栄養豊富な府中産の農産物が子どもたちに
届けられています。

小・中学校の給食に小・中学校の給食に
多くの府中産の農産物が多くの府中産の農産物が
使われています使われています
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 STOP STOP！古紙持ち去り！古紙持ち去り

募
集
し
ま
す

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
事
業
者

現
況
届
の
提
出

児
童
手
当
・

児
童
育
成
手
当

ご
確
認
く
だ
さ
い

児
童
手
当
・
児
童
育
成

手
当
の
支
給

お
知
ら
せ
し
ま
す

差
押
不
動
産
の

合
同
公
売
会

お
知
ら
せ
し
ま
す

介
護
保
険
負
担
限
度

額
認
定
証
の
交
付

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

総
合
計
画

市
民
検
討
会
議

６
月
27
日（
月
）か
ら
受
付

平
成
29
年
度

市
技
術
職
員
募
集

　

市
で
は
、介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
及
び
運
営
を
行
う

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

社
会
福
祉
法
人
、ま
た

は
新
た
に
社
会
福
祉
法
人
を
設
立

し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運

営
を
行
う
事
業
者

▽
募
集
要
項　

７
月
22
日（
金
）ま

で
、市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課

で
配
布

※
要
項
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

６
月
は
、児
童
手
当
・
児
童
育
成

手
当
の
切
り
替
え
月
で
す
。現
在
、

手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
、現
況

届
の
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

期
間
中
に
郵
送
、ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。現
況
届
の
提

出
が
な
い
場
合
は
、６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、６
月
１
日
以
降
に
市
外

へ
転
出
し
た
方
や
、児
童
育
成
手

　

６
月
は
、児
童
手
当
・
児
童
育
成

手
当
の
定
例
支
給
月
で
す
。平
成

28
年
２
月
か
ら
５
月
分
の
手
当

を
、対
象
の
方
に
振
り
込
み
ま
す
。

▽
振
込
日　

６
月
15
日（
水
）

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
コ
ー

ル
セ
ン

タ
ー（
０
５
７
０
・
08
・
８
１
０
５
）

　

市
税
の
徴
収
の
た
め
、差
押
財

産（
不
動
産
）の
公
売
を
行
い
ま

す
。

▽
日
時　

７
月
12
日（
火
）午
後
１

時
〜
２
時

▽
公
売
会
場　

都
主
税
局
千
代
田

都
税
事
務
所

▽
対
象
物
件

○
所
在
地
…
若
松
町
２
丁
目
地
内

（
区
分
所
有
建
物
１
階
）

○
床
面
積
…
69
・
33
平
方
メ
ー
ト

ル（
区
切
り
あ
り
）

○
建
物
の
種
類
…
店
舗

○
管
理
費
ほ
か
…
月
額
４
２
５
０

０
円

▽
見
積
価
額　

１
０
４
０
万
円

（
公
売
保
証
金
１
０
４
万
円
）

▽
売
却
区
分
番
号　

第
Ｇ
２
９
０

４
号

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
、介

護
保
険
施
設
の
入
所
、ま
た
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
の
居
住

費（
滞
在
費
）と
食
費
に
自
己
負
担

額
の
上
限
が
設
定
さ
れ
る
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ

と○
配
偶
者
も
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
こ
と（
住
民
票
上
の
世
帯
が
異

な
る
場
合
も
含
む
）

○
預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
１
０

０
０
万
円
、夫
婦
の
場
合
２
０
０

０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
申
込
み　

介
護
保
険
被
保
険
者

証
、印
鑑
、預
貯
金
な
ど
の
確
認
資

料
を
持
っ
て
、市
役
所
１
階
介
護

保
険
課
へ

※
現
在
、負
担
限
度
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
方
に
は
、申
請
用
紙
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、７
月
中
の

　

市
で
は
、平
成
30
年
度
か
ら
の

第
６
次
府
中
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
策
定
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、市
民

と
市
職
員
が
協
働
で
運
営
し
検
討

す
る
総
合
計
画
市
民
検
討
会
議
を

■
技
術
職（
①
土
木
・
②
建
築
）上

級（
大
卒
程
度
）

▽
対
象　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方

▽
試
験
日　

７
月
24
日（
日
）

▽
募
集
人
数　

各
若
干
名

▽
募
集
要
項　

６
月
30
日（
木
）ま

で
、市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
、市

政
情
報
セ
ン
タ
ー

で
配
布

※
要
項
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み 

６
月
27
日（
月
）か
ら

30
日（
木
）午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
に
、市
役
所
４
階
職
員
課
ヘ

▽
問
合
せ 

職
員
課
人
事
係（
３

３
５
・
４
０
４
９
）

38
人
の
方
々
を
表
彰

平
成
28
年
度
市
民
表
彰

　

市
で
は
、市
政
の
発
展
と
市
民
生
活
や
文
化
の
向
上
な
ど
、様
々
な
分

野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
、府
中
市
表
彰
条
例
に
基
づ
い
て
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
市
民
表
彰
は
、５
月
26
日
に
行
い
、９
の
功
労
分
野

で
、38
人
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、秘
書
課（
３
３
５
・
４
０
１
５
）へ
。

（
順
不
同
、敬
称
略
）

■
自
治
功
労

▽
齋
藤
恒
雄（
自
治
会
長
）

▽
中
込
健
二
郎（
自
治
会
長
）

■
社
会
福
祉
功
労

▽
吉
田
ヒ
サ
子（
民
生
委
員
・
児
童

委
員
・
社
会
福
祉
委
員
）

▽
濱
田　

博（
保
護
司
）

▽
北
島
章
雄（
保
護
司
）

▽
和
中
信
男（
人
権
擁
護
委
員
）

▽
室　

惇
子（
人
権
擁
護
委
員
）

▽
宮
﨑
清
美（
人
権
擁
護
委
員
）

■
安
全
対
策
功
労

▽
前
田
就
平（
消
防
団
員
）

▽
坂
本
裕
康（
消
防
団
員
）

■
教
育
功
労

▽
平
岡
真
佐
子（
青
少
年
委
員
）

▽
原
藤
卓
郎（
東
京
精
神
科
病
院

協
会
府
中
看
護
高
等
専
修
学
校
長
）

▽
武
田
慎
午（
府
中
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
会
長
）

委
員
を
選
任

補
助
金
検
討
会
議

　

５
月
30
日
付
け
で
、次
の
方
々

が
補
助
金
検
討
会
議
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
12
月
31
日

（
土
）ま
で
で
す
。

　

問
合
せ
は
、財
政
課（
３
３
５
・

４
１
６
６
）へ
。

■
補
助
金
検
討
会
議
委
員

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

※
◎
は
会
長
、○
は
副
会
長
で
す
。

【
学
識
経
験
者
】

◎
木
村
俊
介（
一
橋
大
学
大
学
院

教
授
）

▽
熊
谷
麻
貴
子（
東
京
税
理
士
会

武
蔵
府
中
支
部
）

○
曽
我
好
男（
東
京
都
市
町
村
職

員
研
修
所
特
別
講
師
）

【
公
募
市
民
】

▽
大
坪　

弘（
浅
間
町
）

▽
清
水
美
砂
子（
府
中
町
）

▽
榎
本
フ
ミ
子（
青
少
年
対
策
地

区
委
員
会
委
員
）

▽
岡
野
光
男（
青
少
年
対
策
地
区

委
員
会
委
員
）

▽
中
村
久
𠮷（
青
少
年
対
策
地
区

委
員
会
委
員
）

▽
熊
谷
幸
男（
青
少
年
対
策
地
区

委
員
会
委
員
）

▽
佐
藤
信
子（
青
少
年
対
策
地
区

委
員
会
委
員
）

■
文
化
功
労

▽
工
藤
不
二
朗（
む
さ
し
府
中
民

謡
連
盟
会
長
）

▽
林　

喜
一（
府
中
盆
栽
同
好
会

副
会
長
）

■
労
働
精
励

▽
山
中
光
夫（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
）

▽
上
原
幸
二（
施
工
管
理
技
士
）

▽
髙
村　

誠（
施
工
管
理
技
士
）

▽
斉
藤
美
満（
電
子
機
器
設
計
・
製

作
工
）

■
産
業
功
労（
商
工
業
の
育
成
発

展
）

▽
川
崎
眞
一（
む
さ
し
府
中
商
工

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み　

６
月
27
日（
月
）か
ら

７
月
22
日（
金
）に
、電
話
連
絡
の

う
え
、必
要
書
類
を
持
っ
て
高
齢

者
支
援
課
へ

▽
問
合
せ 

高
齢
者
支
援
課
施
設

担
当（
３
３
５
・
４
５
０
３
）

設
置
し
ま
す
。

　

会
議
で
は
、５
つ
の
部
会
に
分

か
れ
て
意
見
交
換
を
行
い
、目
指

す
ま
ち
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
、そ
の
結
果
を
市
長
に
報
告
し

ま
す
。

▽
任
期 

７
月
か
ら
10
月

▽
対
象 

月
１・
２
回
程
度
、土
曜

日
の
会
議
な
ど
に
出
席
で
き
る
市

民
／
現
在
、市
の
審
議
会
・
協
議
会

な
ど
の
公
募
委
員
の
方
を
除
く

▽
募
集
人
数　

各
部
会
10
人
程
度

▽
部
会

○
健
康
・
福
祉
部
会
…
健
康
増
進
、

子
育
て
支
援
、高
齢
者
支
援
、障
害

者
福
祉
、地
域
福
祉
ほ
か

○
生
活
・
環
境
部
会
…
自
然
環
境
・

生
活
環
境
の
保
全
、ご
み
・
リ
サ
イ

ク
ル
、防
犯
・
防
災
ほ
か

○
文
化
・
学
習
部
会
…
生
涯
学
習
、

学
校
教
育
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
・
芸

術
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、市
民
協
働
ほ

※
市
税
の
完
納
な
ど
で
公
売
を
中

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
管
理
費
な
ど
の
未
納（
買
受
人

負
担
）が
あ
り
ま
す
。

※
新
耐
震
基
準（
昭
和
56
年
改
正
）

以
前
の
建
物
で
す
。

▽
申
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

▽
問
合
せ　

納
税
課
滞
納
対
策
係

（
３
３
５
・
４
４
６
０
）

か○
都
市
基

盤
・
産
業
部

会
…
ま
ち
づ

く
り
、
商
工

業
、観
光
、都

市
農
業
ほ
か

○
行
財
政
運
営
部
会
…
市
民
参

画
、行
政
改
革
、財
政
運
営
ほ
か

▽
申
込
み 

６
月
24
日（
金
）ま
で

（
必
着
）に
、関
心
の
あ
る
分
野
に

つ
い
て
の
市
の
目
指
す
べ
き
方
向

性
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め

て
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年

齢
、性
別
、職
業
、電
話
番
号
、第

１・
２
希
望
部
会
名
を
記
入
し
て
、

〒
183
―
8703
政
策
総
務
部
政
策
課
へ

／
持
参
可
／
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
／
選
考
結
果
は
７
月
中
旬

に
通
知

▽
問
合
せ 

政
策
課（
３
３
５
・
４

１
８
８
）

会
議
所
議
員
）

▽
稲
葉
勝
美（
東
京
都
美
容
生
活

衛
生
同
業
組
合
府
中
支
部
支
部

長
）

▽
田
中
信
雄（
西
東
京
酒
販
協
同

組
合
連
絡
協
議
会
会
長
）

▽
恩
田　

茂（
東
京
都
青
果
物
商

業
協
同
組
合
多
摩
支
所
多
摩
南
支

部
府
中
班
班
長
）

■
寄
付
行
為（
美
術
作
品
の
寄
贈
）

▽
石
川
欽
一（
油
彩
画
）

▽
加
山
智
章（
版
画
）

▽
髙
橋
妙
子（
鉛
筆
画
）

▽
河
野
羽
る
見（
油
彩
画
）

▽
歳
原
啓
太
郎（
日
本
画
）

▽
三
田
村
光
土
里（
写
真
）

▽
山
本　

豊（
屏
風
・
油
彩
画
）

■
人
命
救
助

▽
山
本
広
亮（
南
町
で
の
建
物
火

災
）

▽
新
山

夫（
南
町
で
の
建
物
火

災
）

▽
新
山
百
合
子（
南
町
で
の
建
物

火
災
）

当
を
受
け
て
い
る
方
で
、所
得
制

限
超
過
に
よ
り
６
月
分
以
降
の
手

当
を
受
け
ら
れ
な
い
方
も
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間 

６
月
17
日（
金
）か
ら
23

日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／

土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
場
所　

市
役
所
北
庁
舎
３
階
会

議
室

▽
問
合
せ 
子
育
て
支
援
課
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー（
０
５
７
０
・
08
・
８
１
０
５
）

　市では、関東製紙原料直納商工組
合、府中廃棄物処理事業協同組合、東
京都リサイクル事業協会と「古紙の
持ち去り防止に関する協働・連携協
力協定」を締結しました。
　この協定締結により、都内初の取
組みとして、市のパトロール車両・ご
み収集運搬車両100台に、「古紙持ち
去り根絶宣言ステッカー」を貼付す
ることで、持ち去り業者との区別を
明確にし、古紙持ち去りの抑止を図
ります。

　持ち去り行為を発見したときは、車
両ナンバーなどの情報をお寄せくださ
い。
　問合せは、ごみ減量推進課指導係（３
６０・０３５５）へ。

古紙持ち去り防止に関する古紙持ち去り防止に関する
協働・連携協力協定を締結協働・連携協力協定を締結

認
定
を
希
望
す
る
方
は
６
月
28
日

（
火
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ 

介
護
保
険
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係（
３
３
５
・
４
４
７

０
）

▲このステッカーが目印です



○各事業の申込み（先着順）で、時間の記載のないものは、
午前８時半から受け付けます

3 I N F O R M A T I O N ～講座・催しなどの情報 平成28年（2016年）６月11日

■マンション管理士による分譲マン
ション管理無料相談会　日６月19
日（日）午前10時～正午、午後１時～
４時場市政情報セン

ター対分譲マンション
の居住者、管理組合役員ほか内分譲
マンションの維持・管理・建替えなど
の相談主東京都マンション管理士会
たまむさしの支部むさしの部会申当
日直接会場へ問同会・池水宛（333・
0244）へ
■府中社会福祉士会学習会　日６月
29日（水）午後６時半場ふれあい会
館対市民定先着80人内講演「子ども
の貧困～広がる『子ども食堂』」講森
田真希氏（地域の寄り合い所また明
日代表理事）主府中社会福祉士会申
当日直接会場へ問府中医王病院府中
社会福祉士会事務局（362・4505）へ
■「市民が分析した府中市の財政」歳
出編発表会　日６月22日（水）午後

６時半～９時場府中グリーンプラザ
定先着20人費無料主府中まちづく
り研究所申 問同会・甲田宛（362・
4880）へ
■親子で参加できる多言語ワーク
ショップ＆講座　日①６月18日
（土）午後２時半～４時半・②28日
（火）午前10時半～午後零時半・③30
日（木）午前10時～正午、④７月３日
（日）午後２時～４時場①②④ルミ
エール府中、③府中グリーンプラザ
費無料講田中裕子氏ほか（言語交流
研究所研究員）他託児あり（無料、予
約制）主言語交流研究所ヒッポファ
ミリークラブ申 問斉藤宛（080・408
4・5127）へ
■「涼をいける」いけばな小品展出展
者募集　日７月23日（土）正午～午
後６時場府中グリーンプラザ費800
円（出展料）主府中市いけばな連盟申
６月20日（月）までに、電話、または
ＦＡＸで松本宅へ 問同宅（042・
401・6690＝ＦＡＸ同番）へ

■ＮＥＣ府中吹奏楽団定期演奏会　
日７月２日（土）午後２時場府中の森
芸術劇場費無料内吹奏楽のための組
曲「能面」、三つのジャポニスムほか
出小林恵子（指揮）申当日直接会場へ
問永浜宛（090・9968・5907）へ
■はじめての創業セミナー　日６月
15日（水）午後６時半～８時半場む
さし府中商工会議所会館定先着30
人費無料講中小企業診断士申 問同
会議所（362・6421）へ
■実践創業塾　日７月の毎週日曜日
　午後１時～５時（全５回）場むさし
府中商工会議所会館定先着20人費
2000円講中小企業診断士申 問同会
議所（362・6421）へ
■個別創業相談会　日６月26日、７
月24日（日）午前10時～午後５時、７
月13日（水）午後１時～７時場むさ
し府中商工会議所費無料申 問同会
議所（362・6421）へ
■「ＴＡＭＡ市民塾」塾生募集　日
10月から平成29年７月（①全６回・
②全12回・③全20回）場多摩交流セン

ター

費①3000円・②6000円・③10000円
（受講料、別に実費負担あり）内押し

花彩画、日本語の意外性ほか申７月
15日（金）まで（当日消印有効）に、は
がきで同塾宛（〒183－0056寿町１
の５の１）へ問同塾宛（335・0111）
へ、平日の午前９時～午後５時に
■水彩画サークル「虹の会」展　日６
月23日（木）から27日（月）午前10時
～午後５時（27日は午後４時まで）
場府中グリーンプラザ分館問大畑宅
（302・1894）へ
■太極拳の朝練参加者募集　日毎週
火曜日の午前７時半～８時半／雨天
中止場府中公園対成人費無料内健身
気功・八段錦主元気100才太極拳申
当日直接会場へ 問木林宛（080・
6510・6044）へ
■オモト培養講習会　日６月18日
（土）午後１時～５時場ルミエール府
中費500円（資料代ほか）内夏から秋
にかけての実技を含んだ培養方法、
持参したオモトの健康診断ほか申当
日直接会場へ問迫宅（364・2733）へ
■府中納涼大盆踊り大会　日６月
26日（日）午後３時～８時／雨天中
止場大國魂神社主府中市青年会連合
会問島田宛（090・5401・8025）へ

○掲載内容は、当事者間で責任をお持ちください
○はがきなどでの申込みは、住所・氏名・電話番号などを記入してください

　「広報ふちゅう」をより多くの方にご覧いただくため、新聞折込みのほ
か、希望する方に戸別で配布しています。ぜひ、ご利用ください。
　また、市の施設や市内の鉄道各駅のほか、市内のファミリーマート（コ
ンビニエンスストア）各店でも配布しています。
　問合せは、広報課広報担当（３３５・４０１９）へ。

▽対象 市民
▽申込み 電話で、またはＦＡＸ
（３６１・８２８８）に住所、氏名
（ふりがな）、電話番号を記入して
広報課へ／電子メール（kouho
01@city.fuchu.tokyo.jp）可
※新聞折込みやすでに申込みをさ
れ、広報紙を受け取られている方
は、申込みの必要はありません。

●●●ご自宅に無料でお届けします●●●

広報ふちゅうの希望配布広報ふちゅうの希望配布

配布までの
スケジュール

申込み

15日まで

月末まで

お届け

翌月１日号から

翌月21日号から

募集募集
ご推薦ください　ふちゅう
元気一番高齢者募集

　市では、高齢者の生きがいづくりを
推進するため、元気にいきいきと活動
している高齢者を募集します。
▽対象 75歳以上の市民で、文化・健
康増進・奉仕活動などの分野で５年以
上継続して活動している方／これまで
に同事業で紹介された方を除く
※自薦、他薦は問いません。
※活動内容は、９月13日（火）から16日
（金）に、市役所１階市民談話室で展示
します。
▽申込み ６月24日（金）まで（必着）
に、決められた用紙（市役所１階高齢者
支援課、各文化セン

ター、生涯学習セン
ター、市政情

報セン
ターに用意）で、〒183－8703福祉保

健部高齢者支援課へ／持参可
▽問合せ 高齢者支援課地域支援係
（３３５・４０１１）

青少年健全育成の標語募集

▽対象 小学生以上で、市民、市内在
勤・在学の方
▽内容 「あいさつ」をテーマにした標
語
▽申込み ９月２日（金）まで（当日消
印有効）に、はがきに標語、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、職業（学校名・学年）、
電話番号を記入して、〒183－8703子
ども家庭部児童青少年課へ

※入賞者には賞状と記念品を贈呈し
ます。
※応募作品は１人１点で、未発表の
作品に限ります。
※作品の使用権は市に帰属し、作品
は返却しません。
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５・４４２７）

国立女性教育会館主催　男女共同参
画推進フォーラムへの派遣団体募集

▽日時 ８月26日（金）から28日（日）
▽対象 会員の半数以上が市民、市
内在勤・在学の方で構成された団体
※後日、報告書の提出が必要です。
▽申込み ６月30日（木）までに、決
められた用紙（スクエア21・女性セン

ター

に用意）でスクエア21・女性セン
ターへ／

持参可
※用紙は、市のホームページからダ
ウンロードできます。
▽問合せ スクエア21・女性セン

ター（３
５１・４６００）

講座・催し講座・催し
市民協働・ボランティアの
ファーストステップ講座
　市では、市民協働によるまちづく
りの一環として、市民協働の意義や
楽しさを学ぶ講座を開催します。
　問合せは、市民活動支援課市民協
働推進担当（３３５・４４１４）、また
は府中市民活動支援センター（３３
５・５７３９＝ＦＡＸ同番）へ。

▽日時 ①７月13日・20日・27日
（水）午後７時～９時半・②７月16日
（土）午後１時～３時・③17日（日）午
前９時～11時（全４回）／②か③の
どちらかを選択して参加
▽会場 スクエア21・女性セン

ター

▽対象 公益的な活動や協働の取組
に関心のある市民
▽定員 先着20人
▽費用 900円
▽内容 ①講座「協働について知ろ
う！」「市内の協働の事例について知
ろう！」「自分たちにできることを考
えてみよう！」、協働事業②見学ツ
アー「西府わき水まつり」「地域まつ
り」・③体験ツアー「四谷下堰緑地保
全活動」
▽講師 林　丈雄氏（地域コーディ
ネーター）
▽申込み 電話で、またはＦＡＸに住
所、氏名（ふりがな）、電話番号、返信用
ＦＡＸ番号、参加希望ツアー名を記入

して、府中市民活動支援セン
ターへ／電子メー

ル（npovcf@soleil.ocn.ne.jp）可

農業担い手支援事業
農ウォーク

▽日程 ７月９日（土）午前９時～11時
半
▽集合場所　府中本町駅
▽対象 市民
▽定員 30人（抽せん）
▽費用 1000円
▽内容 南町地域の農地で夏野菜の収
穫を体験しながらウォーキングする
▽主催 府中市農業後継者連絡協議
会
▽申込み ６月20日（月）まで（必着）
に、往復はがきに住所、氏名、年齢、電話
番号、返信用宛名を記入して、〒183－
8703生活環境部経済観光課「農ウォー
ク」係へ
▽問合せ 経済観光課農政係（３３５・
４１４３）

凡例：日日程・日時　場会場・場所　対対象　定定員　費費用　内内容　講講師　出出演　主主催　他その他　申申込み　問問合せ
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■吉四六落語会　日６月19日（日）
午後１時～３時場晴見町公会堂（晴
見町２の１）定先着50人費大人
2000円、高校生以下1000円内落語、
紙切出柳家小傳次、林家正楽申当日
直接会場へ問森浦宅（302・0532）へ
■和紙人形体験教室　日６月20日
（月）午後１時場府中グリーンプラザ
対初心者定先着15人費700円内ミニ
色紙作り講府中美術工芸会会員
申 問井手宅（364・0637）へ、午後６
時以降に

■ボーイスカウト府中第１団体験活
動入団募集「神社の七不思議探検」　
日６月26日（日）午前９時半～正午
場大國魂神社大鳥居集合対小学１～
５年生の男児と保護者定先着20組
費１人100円（保険料）内カブトムシ
の育成・観察、神社探検、入団説明会
申問飯原宅（366・5066）へ
■60歳から始める弓道　日７月２
日（土）午前９時半～午後４時半場郷
土の森総合体育館対60歳以上の市
民、市内在勤・在学の方定先着20人
費無料講府中市弓道連盟指導員他前
にボタンの無い運動できる服装、靴
下持参申 問同連盟・伊藤宛（080・

5546・4196）へ
■「合唱団萌」会員募集　日活動は第
２～４月曜日の午前10時～正午場
片町文化セン

ターほか費月額3500円内合
唱の練習講中瀬日佐男氏（日本演奏
連盟会員）申 問安藤宅（302・6396）
へ
■「府中・中央俳句会」会員募集　日
活動は第４土曜日の午前９時15分
～正午場中央文化セン

ター費１回1000円
内句会、吟行講常松ひろし氏（俳人
協会会員）申 問小塚宅（324・6830）
へ

■白糸台文化センター児童館指導員
募集　日勤務は毎週水曜日の午後２

時～５時場同セン
ター対18歳以上の方定

１人（選考）内屋内外で遊ぶ子どもの
指導ほか申問同セン

ター（363・6208）
■都立八王子盲学校学校公開　日
６月18日（土）、９月16日（金）午前
９時半～午後零時50分場同校（八
王子市台町）内授業公開、教育相談、
体験コーナーほか申当日直接会場
へ問同校・小島宛（042・623・3278）
へ
■東京農工大学公開講座「アリと自
然環境」　日７月23日（土）午前10時
～午後４時場同大学定先着20人費
無料内アリの多様性や自然との関わ
り、人間活動が自然に与える影響ほ
か申 問電話で同大学（367・5629）
へ、平日に

○掲載内容は、当事者間で責任をお持ちください
○はがきなどでの申込みは、住所・氏名・電話番号などを記入してください

　東京六大学野球春季リーグ戦で、見事３季ぶり38回目の優勝を果たし
た明治大学硬式野球部が、６月３日に高野市長を訪れました。この日、市
役所を訪れたのは、善波達也監督、井上崇通部長、柳　裕也選手、吉田大成
選手、牛島将太選手、関谷駿介マ
ネージャーです。
　主将の柳選手は、大会を振り
返って「府中の皆さんにご支援
いただいているおかげで、今回
の春季リーグ戦で38回目の優
勝を飾ることができました。全
日本大学野球選手権大会では、
府中に日本一という結果を持っ
て帰れるように頑張ります」と
話してくれました。

▲ 左から井上部長、吉田選手、柳選手、
高野市長、牛島選手、善波監督

明治大学硬式野球部

優勝優勝東京六大学野球春季東京六大学野球春季リーグリーグ戦で戦で優勝優勝

講座・催し講座・催し

栄養改善推進員教育講座

　健康づくりのための基礎知識などを
学び、地域に根付いた健康づくりの担
い手として活動できる方を募集しま
す。
▽日時 ①８月19日（金）午前９時～
午後１時、10月６日（木）午前９時半～
午後１時半、②８月23日（火）午前９時
半～11時半、９月１日（木）午前９時～
正午・８日（木）午前９時半～11時半・
27日（火）午前９時半～午後零時半、10
月26日（水）午後１時半～４時半（全７
回）
▽会場 ①ルミエール府中、②保健セン

ター

▽対象 市民
▽定員 先着24人
▽費用 3500円程度（テキスト代、材
料費）
▽内容 ①説明会と調理実習、②栄養

改善推進員の活動や栄養改善の基礎
知識ほか
▽講師 栄養士ほか
▽申込み ６月13日（月）から電話
で保健セン

ターへ
▽問合せ 保健セン

ター成人保健係（３６
８・６５１１）

食生活応援講座「バランスガイドを知って得！
使って得！毎日の食事を充実させよう！」
▽日時 ６月30日（木）午前10時半
～午後１時半
▽会場 ルミエール府中
▽対象 市民（５月25日に同講座を
受講した方を除く）
▽定員 先着24人
▽費用 250円
▽内容 食事バランスガイドを活用
したバランスのよい食事の調理実習
と講話
▽講師 栄養士
※エプロン、三角巾、マスク、ふきん、
台ふきん、手拭き用タオル、筆記用具
を持参してください。
▽申込み ６月13日（月）から電話

で保健セン
ターへ

▽問合せ 保健セン
ター成人保健係（３６

８・６５１１）

認知症サポーター
「ささえ隊」養成講座

▽日時 ６月20日（月）午後２時～
３時半
▽会場 地域包括支援セン

ターかたまち
▽対象 市民
▽定員 先着15人
▽費用 無料
▽内容 認知症の正しい理解と対応
について
▽講師 地域包括支援セン

ターかたまち職
員
▽申込み 地域包括支援セン

ターかたまち
（３３６・５８３１）へ
▽問合せ 高齢者支援課地域包括ケ
ア推進係（３３５・４５３７）

府中市協働事業
～わき水まつり

▽日時 ６月26日（日）午後１時半
～３時半
▽場所 西府文化セン

ター講堂
▽対象 市民
▽定員 先着70人
▽費用 200円（資料代）
▽内容 講演「府中崖線の自然を学
ぼう～崖線（ハケ）の由来と生態系に
ついて」
▽講師 竹内　章氏（府中市環境保
全活動セン

ター運営委員）
▽申込み 府中かんきょう市民の
会・小西宛（０８０・５６４６・５５２
４）へ
▽問合せ 公園緑地課公園管理係
（３３５・４２６３）

100万人の
キャンドルナイト

　「電気を消してスローな夜を」を合
言葉に、大國魂神社参道にキャンド
ルを灯します。
　問合せは、キャンドルナイト実行委
員会（３３３・００３０）、または経済
観光課商工係（３３５・４１４２）へ。
▽日時 ６月18日（土）午後４時半
～９時
▽会場 フォーリス前ほか

▽内容 キャンドル点灯（１個300
円）、ミニライブ、府中オリジナルグッ
ズの販売ほか

歯と口の健康相談

▽日時 ７月14日（木）午後１時半～
３時
▽会場 保健セン

ター

▽対象 市民
▽定員 先着10人
▽費用 無料
▽内容 歯科医師による歯と口に関す
る相談、歯科衛生士による口くうケア
▽申込み ６月13日（月）から電話で
保健セン

ターへ
▽問合せ 保健セン

ター成人保健係（３６８・
６５１１）

おしらせおしらせ
図書館の不用雑誌を
差しあげます

▽日時 ７月３日（日）から17日（日）
の開館日　午前９時～午後５時（３日
は午後１時～４時、生涯学習セン

ター図書館
の平日は午後７時まで）
▽会場 各地区図書館
▽持ち帰り冊数　１人12冊まで
※在庫がなくなり次第終了します。
※手提げ袋などを持参してください。
▽問合せ 中央図書館（３６２・８６４
７）

審議会・協議会審議会・協議会などなど
■教育委員会定例会
　６月16日（木）午後１時半　教育セン

ター

／傍聴希望の方は前日までに、総務課
へ／問合せは同課総務係（３３５・４４
２４）へ
■高齢者保健福祉計画・介護保険事業
計画推進等協議会
　６月23日（木）午前10時　市役所北
庁舎３階会議室／傍聴希望の方（先着
５人）は前日までに、高齢者支援課へ／
問合せは同課地域包括ケア推進係（３
３５・４５３７）へ
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▲いつまでも元気に過ごせるように

　０５０・３４９１・９８４９

■スポーツを見よう！楽しもう！～オ
リンピックを10倍楽しむ方法
　日７月９日から８月６日の毎週土曜
日　午後２時～４時（全５回）対小学生
以上の方費2500円内スポーツやオリ
ンピックの楽しみ方を解説講玉木正之
氏（スポーツライター）ほか
■明治大学連携講座「文学の扉を開く」
　日７月５日・19日、８月23日、９月６
日・27日（火）午後２時～４時（全５回）
対平成13年４月１日以前生まれの方
費2500円内松尾芭蕉、種田山頭火、中
原中也や松本清張などの作品の中に描
かれたさまざまな風景を解説講立野正
裕氏（同大学教授）
■真田幸村伝説と幸村を描いた近代文
学
　日７月６日・13日・20日（水）午後２
時～４時（全３回）対平成13年４月１
日以前生まれの方費1500円内幸村の
伝説や死生観を解説講志村有弘氏（文
芸評論家）ほか
■「日本の文化を知る」講座
　日７月12日・26日、８月２日・30日、
９月13日（火）午後２時～４時（全５
回）対平成13年４月１日以前生まれの
方費2500円内日本人の自然観や信仰
について様々な観点から日本の文化を
解説講國學院大學研究開発推進機構専
門講師
◆　上記４記事の共通項目　◆

場講堂定先着290人申直接当セン
ター総合受

付へ

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■太陽観望会
　日６月12日（日）・25日（土）午前10
時半～午後零時半、１時半～３時／雨
天･曇天中止場本館前内太陽黒点やプ
ロミネンスの観察
■自然観察会～段丘地形と湧水の親密
な関係
　日６月19日（日）午前10時／雨天中
止場西国分寺駅改札口集合費300円内
昔の多摩川が刻んだ段丘崖の成り立ち
と、崖下湧水の観察他協力は自然観察
指導員／小学４年以下は保護者同伴
■武蔵府中の歴史講座～合戦と府中
「２つの分倍河原合戦～15世紀におけ
る国府の終焉」
　日６月25日（土）午後２時～４時場
本館会議室対高校生以上の方定先着
20人費300円申電話で当館へ
■森のお話会
　日６月25日(土）午後２時45分場旧
郵便取扱所脇の赤ポスト対５歳以上の
方内楽しい紙芝居の実演他語りは十べ
えお話の会
■わらぞうり教室
　日６月26日（日）午後１時～３時場
ふるさと体験館定先着10人費1000円
他小学４年以下は保護者同伴申電話で

当館へ

　３３６・３３７１

■市民ギャラリー「多摩アンデパン
ダン展」
　日６月22日（水）から26日（日）午
前10時～午後５時（26日は午後４時
まで）場市民ギャラリー費無料（材料
費の実費負担あり）内絵画・工芸品の
展示とワークショップ

　３３５・６２１１
【チケットの申込み】

・チケットふちゅう（午前１０時～午後６時）

 ３３３・９９９９
・チケットぴあ（各チケット予約開始日の午前１０時から）

 ０５７０・０２・９９９９

■府中の森アートマーケット
　日６月26日（日）午前11時半～午
後４時半／雨天中止場当館正面広場
内オリジナルアート作品・手作り雑
貨などの販売問事業係（335･6210）
へ
■府中の森めばえコンサート～若い
アーティストによるフレッシュなク
ラシックの響き
　日９月24日（土）午後２時場ウィー
ンホール費入場料1500円（全席自
由）内曲目はイザイ…無伴奏ヴァイ
オリン･ソナタ第３番｢バラード」、ラ
フマニノフ…コレルリの主題による
変奏曲ほか出バイオリン…小川恭
子、ピアノ…岡田　奏他未就学児の
入場不可申チケット発売開始は６月
26日（日）
■松山バレエ団Xmas公演「くるみ割
り人形」全幕
　日 12月10日（土）午後３時場ど
りーむホール費入場料Ｓ席10000
円、Ａ席8000円、Ｂ席6500円、Ｃ席
4500円／ペア券、親子券などの割引
券あり出森下洋子、清水哲太郎（演
出・振付）、河合尚市（指揮）、東京
ニューフィルハーモニック管弦楽団
ほか他２歳以下の乳幼児の入場不可
申チケット予約開始は6月17日（金）
／発売は翌日から

　３３５・５７９３

府中NPO・ボランティア活動セン
ター

■ワークショップ「府中ｄｅしゃべ
とも『食べるを話そう！～みんなで
いただきます』」　
　日７月２日（土）午後２時半～４時
半場スクエア21・女性セン

ター対市内での
地域活動に関心がある10～30代の
市民、活動を支援したい方定先着45

人費300円内食の観点から考える市
民活動をテーマとしたワールドカ
フェによる対話・交流他ファシリ
テーターは千賀まちづくり研究所会
員申電話で、またはＦＡＸ（335・
5739）に住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号、返信用ＦＡＸ番号を記
入して当セン

ターへ／電子メール（npovcf
＠soleil.ocn.ne.jp）可
■市民活動支援講座「ＳＮＳによる
情報発信とセキュリティ入門」　
　日７月11日（月）午前10時～正午
場スクエア21・女性セン

ター対地域で活動
を始めたい方定先着25人費300円
（資料代）内Ｆａｃｅｂｏｏｋなどの
ＳＮＳによる市民活動情報発信の講
義と活用法の学習ほか講小林広和氏
（個人情報保護士）申電話で、または
ＦＡＸ（335・5739）に住所、氏名（ふ
りがな）、電話番号、返信用ＦＡＸ番
号を記入して当セン

ターへ／電子メール
（npovcf＠soleil.ocn.ne.jp）可

　３５４・８７００

■子育て講座「パパと遊ぼう！～集
まれ☆１歳パパ」　
　日７月10日（日）午前10時15分～
11時半場交流ひろば対市民で、平成
26年８月～平成27年７月生まれの
幼児と父親定15組（抽せん）費無料
内親子遊びほか申６月20日（月）ま
で（必着）に、往復はがき（１組１枚）
に住所、親子の氏名（ふりがな）、電話
番号、幼児の生年月日・性別、参加の
動機、返信用宛名を記入して、当セン

ター

「パパ講座」係へ
■ファミリー・サポート・センター提供会員
（有償ボランティア）を募集
　場原則として提供会員の自宅対市
民、市内在勤の方で、育児に関心があ
り、子育ての援助活動をしたい方内
依頼会員の育児のサポート（有償１
時間700円・900円）他登録を希望す
る方は、６月20日（月）・21日（火）・
24日（金）・27日（月）午前９時半～午
後４時半（全４回、無料）に当セン

ターで実
施する子どもの心の発達や乳幼児の
病気と事故予防などについて学ぶ講
習会を受講してください申問当セン

ター事
務局（367・8882）へ

　３５１・４６００

■男女共同参画市民企画講座「親子
で学ぶ自己紹介のコツ」
　日7月16日（土）午後２時～４時対
小学生と保護者定先着15組30人費
無料内地域や学校で活用できる、人
前での話し方のコツを学ぶ講芦沢
壮一氏（スキルノート代表）主サーク
ルいきいき、スキルノート他託児
（１歳～就学前の幼児10人、飲み物
とおやつ持参）希望の方は、６月30
日（木）までに芦沢宛へ申問芦沢宛
（090・1783・6160）へ／電子メール
（skillnote111@gmail.com）可

　３３５・４４０１

■アジアン料理教室
　日７月１日（金）午前10時～午後
１時場ルミエール府中対市民、市内
在勤・在学の方定20人（抽せん）費
800円内当サロンで日本語を勉強し

ている外国人からタイ・ミャンマー・ベ
トナム料理を学び、試食・歓談を通して
交流する他エプロン、三角巾持参申６
月20日（月）までに、電話で、または直
接当サロンへ

　３３０・２０１０

■介護予防講座「楽しく身につく栄養
調理講座～惣菜・冷凍食品アレンジ」
　日６月24日（金）午後１時半～３時
半対65歳以上の市民定先着10人費
300円内栄養の話と袋麺をアレンジし
た酸辣湯麺などの調理実習申６月12
日（日）から電話で当セン

ターへ
■元気一番‼ふちゅう体操
　日毎週土曜日　午前９時10分～９
時50分対市民定各日先着48人費無料
内体操用に編曲した府中小唄に合わせ
た介護予防体操申当日直接当セン

ターへ

■いきいきハウス１泊体験「はじめて
のフラダンス」
　日６月28日（火）・29日（水）対自分で
通所・体調管理ができる65歳以上の市
民定先着6人費3300円（食費含む）申６
月12日（日）から電話で当セン

ターへ
■いきいきハウス１泊体験「はじめよ
う！ウォーキング」
　日７月１日（金）・２日（土）対自分で
通所・体調管理ができる65歳以上の市
民で、医師からの運動制限がない方定
先着６人費3300円（食費含む）内ウォー
キングの基礎知識、トレーニング方法
ほか申６月12日（日）から電話で当セン

ター

へ

・社会福祉協議会 ３６４・５３８２
・シルバー人材セン

ター ３６６・２３２２

■わがまちタウンミーティング
　日７月２日（土）午後１時半～４時
15分場府中の森芸術劇場定先着250
人費無料内講演「地域で高齢者の在宅
生活を支える体制づくり」と地域ごと
の懇談会講菱沼幹男氏（日本社会事業
大学准教授）申問電話で、またはＦＡＸ
（362・9090）に住所、氏名、年齢、電話
番号を記入して、社会福祉協議会へ／
電子メール（mail@fsyakyo.or.jp）可
■シルバー人材センター入会相談会
　日6月20日（月）・21日（火）午前10時
～午後４時場市役所１階市民談話室
対健康で働く意欲がある60歳以上の
市民申当日直接会場へ問同セン

ターへ

市民保養所「やちほ」

　０１２０・２１０４４６

〒３８４－０７０４　　長野県南佐久郡
佐久穂町大字八郡２０４９の１５０

■指定管理者主催「アルプスを一望！
高山植物散策ツアー」
　日７月19日（火）・20日（水）／１泊２
日場午前７時20分に大國魂神社大鳥
居下集合 定 13組26人（抽せん）費
22000円、小学生以下18000円（交通
費、食費４食分、保険料ほか、市外の方
は2000円が別に必要）申6月18日（土）
までに、電話で当保養所へ　

▲
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環境にやさしいまち
府中市は、環境の国際規格ISO14001を取得しています
JQA-EM2175 「広報ふちゅう」は再生紙を使用しています

◆利用案内◆
乗り物 対　象 費用

ゴーカート
中学生以下（小
学２年生以下は
20歳以上の保
護者同乗） 100円

バッテリーカー
小学生以下（未
就学児は保護者
同乗）

足踏みカート
小学生以下（未
就学児は保護者
同伴）

無料

　味の素スタジアムで午後７時20分から行われるラグビー日本代表対スコット
ランド代表戦を盛り上げるイベントを開催します。
　会場では、ストリートラグビー大会を行うほか、府中・三鷹・調布の３市の地元団
体によるステージイベントなども行います。ステージイベントには、府中市の伝統
芸能を代表して、府中囃子保存会車返支部が参加します。ぜひ、お越しください。
　問合せは、政策課（３３５・４００６）、またはラグビーフェスティバル2016＆
TOKYO事務局（０３・６８０４・１５３３）へ。

▽日時 ６月25日（土）正午
▽会場 味の素スタジアム　アジパ
ンダ広場、アミノバイタルフィール
ド（調布市西町）
▽費用 無料
▽主な催し
○ストリートラグビー大会
○ウィルチェアーラグビー体験
○伊原剛志（俳優）・吉木りさ（タレン

ト）によるトークショー
○ステージイベント（府中囃子保存会
車返支部ほか）
○フードコーナー
○地元自治体観光
ＰＲコーナー
▽主催　東京都・
東京都スポーツ文
化事業団

総合プール

修景池 郷土の森
総合体育館

総合プール

修景池 郷土の森
総合体育館

交通遊園

AR

AR　アプリを使って、　　マークの付いた
写真にスマートフォンをかざすと、動画
を見ることができます。
　問合せは、広報課広報担当（３３５・４
０１９）へ。

広報ふちゅうの
写真が動く！ ＡＲ動画

▲ ＡＲの説明
ページ

　交通遊園は、郷土の森公園内にあり、横断歩道や
信号機などを設置することにより、子どもたちが
楽しみながら交通ルールを身に付けることができ
る施設です。
　また、蒸気機関車や都電などの展示があるほか、
ゴーカート・バッテリーカーに乗って遊ぶことも
でき、大人も子どもも楽しめます。ぜひ、お越しく
ださい。
　問合せは、郷土の森公園管理事務所（３６４・７
２１４）へ。

▽開園時間　午前10時～午後４時
半（夏休み期間は午後５時まで）／
バッテリーカーの利用は閉園30分
前まで
▽休園日 毎週火曜日（祝日の場合
は翌日、夏休み期間を除く）、荒天日、
年末年始

　子どもたちに大人気の乗り物
に、ちゅうバス型・馬車型バッテ
リーカー、エンジン式ゴーカー
トが加わりました。

新しい乗り物が仲間入り新しい乗り物が仲間入り

Ｄ51形蒸気機関車

電気機関車

都電6000型

　Ｄ51形蒸気機関車は、「デ
ゴイチ」の愛称で親しまれて
いました。
　このD51形蒸気機関車は、
昭和14年に製造され、約30
年間で約242万キロメートル
を走行しました。

　この電気機関車は、現在の
東芝と汽車会社によって、国
有鉄道で初めての蓄電池機関
車として、昭和２年に製造さ
れました。その後、改造され、
貨物輸送の電気機関車として
使用されました。

　この都電6000型は、昭和
25年に製造され、約28年間、
三ノ輪橋駅から早稲田駅区間
を走る荒川線などで１日平均
1000人の乗客を運んでいま
した。

　昭和を駆け抜けた乗り物を展示しています。

全て本物で
す

ふちゅこまポロシャツ販売中
RUGBY CITY FUCHU

　「ラグビーのまち府中」を盛り
上げるため、胸にふちゅこまを
デザインしたポロシャツを販売
しています。
▽場所 市役所北庁舎５階売店

▲
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▽価格 ポロシャツ2138円・ボ
タンダウンポロシャツ3564円
（税込み）
▽サイズ　Ｓ・Ｍ・Ｌ・ＬＬ・３Ｌ
▽カラー　ホワイト、ネイビー


